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《平成３１年度　熊救協役員名簿》 熊本県救護施設協議会 2019年　　6月号（No.34)

施設名 定員 施設長名 所　在　地 開設年月日 電話番号

熊  救  協12 ． 1 096-352-6602

菊　池　園 50 福嶌　秀信 〒861-1201　菊池市泗水町吉富17-1 S47 ．

友愛会銀杏寮 60 松尾　　歩 〒860-0047　熊本市西区春日5丁目17-36 S35 ．

10 ．11 0968-38-2956

千　草　寮 50 片山　辰巳 〒869-4701　八代市千丁町太牟田2618 H21 ．

しらがね寮 50 蓑田　輝幸 〒868-0424　球磨郡あさぎり町上西835-2 S43

4 ． 1 0965-46-0032

野坂の浦荘 50 迫本　文雄 〒869-5305　葦北郡芦北町大字田浦町358-2 S55

． 4 ． 1 0966-45-6669 ごあいさつ

． 5 ． 1 0966-87-2277
http://kumakyukyo,sakura,ne,jp

友愛会銀杏寮　施設長　松尾　歩真　和　館 50 藤本　和彦 〒861-2401　阿蘇郡西原村大字鳥子3072 H18

天　草　園 70 三宅栄一郎 〒863-1212　天草市河浦町宮野河内3662-2 S43 ．

． 4 ．28 096-279-1121

役　職　員　名　簿 事 業 検 討 委 員 会

12 ．10 0969-78-0053

役職名 役職名 氏　名

会　長

氏　名 施設名　職名

藤本　和彦 　真和館　施設長

施設名　職名

　菊池園　施設長

副会長 副委員長 松中　直人

委員長 福嶌　秀信

迫本　文雄 　野坂の浦荘　荘長 　天草園　生活支援員

事務局 委　員 櫻庭　圭祐

監　事 委　員 桐原　敦紀片山　辰巳 　千草寮　施設長

平畑　佳朗 　真和館　事務員

　友愛会銀杏寮　介護職員

　菊池園　介護支援員

委　員 相良　裕二

委　員 高谷　　厚

委　員 坂田　哲人

委　員 濱崎　龍一

　千草寮　介護支援員

　野坂の浦荘　生活支援員

　しらがね寮　介護職員

　真和館　生活支援員

研 修 委 員 会 調 査 ・ 研 究 委 員 会

役職名 役職名 氏　名 施設名　職名氏　名 施設名　職名

副委員長 副委員長 森野　貴恵

委員長 委員長 三宅　浩徳 　天草園　副施設長

　友愛会銀杏寮　指導員

蓑田　輝幸 　しらがね寮　施設長

蒔本　健作 　天草園　生活支援員

委　員 委　員 坂口浩司郎

委　員 委　員 野嶋　理美 　菊池園　生活支援員

　千草寮　生活支援員

穴見　祐子 　友愛会銀杏寮　介護職員

大塚眞理子 　菊池園　介護支援員

委　員 委　員 光永　さわ

委　員 委　員 鶴川　君子 　野坂の浦荘　生活支援員

　しらがね寮　介護職員

田口　文雄 　千草寮　介護支援員

高田　暁仁 　野坂の浦荘　生活支援員

生活支援員　谷口三保恵 生活支援員　 菅 　 初美 介護支援員　田口 文雄

　真和館　指導員

【菊池園】 【真和館】 管理栄養士　前田　望 介護支援員　村島 清子 栄　養　士　三宅光加梨

事　務　員　　清田　玄樹

新任職員紹介 【しらがね寮】 【千草寮】 【天草園】

委　員 委　員 今池　有香 　真和館　指導員

～　社会貢献事業「お酒の悩み事相談」　真和館　～

　真和館では社会貢献事業として「お酒の悩みごと相談」、「福祉の困りごと相談」をお受けしています。

今回は、「お酒の悩みごと相談」の取り組みについてご紹介致します。

　アルコール依存症は再発を繰り返し、仕事を失くし、家族を失くし、命さえも失くしてしまう病気です。

真和館へ相談にみえる相談者の多くは、飲酒し続けるアルコール依存症者の対応に疲弊しているご家

族や、その支援に携わっている方々です。

真和館では、まず、相談者と面談を行い状況把握し相談者の気持ちを伺い、ご本人やご家族にどのよ

うな支援や介入が必要か話し合います。

　その際に、アルコール依存症という病気について説明を行い、理解

を深めて頂きます。

　その後、必要とあればご自宅へ出向き、ご本人と面談を行います。

さらに、ご本人やご家族から要望があれば、アルコール治療の専門

病院へ同行し、付き添いを行います。そして、退院後のご本人の継

続した回復をサポートするために、地元の自助グループに連絡を入

れ、ご本人と回復者を繋ぐお手伝いをします。発行 熊本県救護施設協議会 　　　　　　　　　（096）-279-1122

高坂　賢一

調　理　員　　中林とし子 調　理　員　　田上　和代 生活支援員　折田　容子 介護支援員　福田 実生

指　導　員　　高坂　賢一 【野坂の浦荘】 介護支援員　勇 やよい

看　護　師　 布田ひろ子

昨年７月、本山雅德前施設長の定年退職により、後任として施設長に就任しました松尾と申します。

友愛会銀杏寮には、児童福祉施設から法人内異動により平成７年４月から勤務し、介護職員、指導

員、副施設長を拝命し、様々な経験をさせていただきました。現在、就任から１年を迎えようとしており

ますが、救護施設を取り巻く環境の変化や、求められる救護施設像に対応すべく、改めて身の引き締

まる思いでおります。

さて生活保護受給者をはじめ、経済的困窮に直面している方々の多くが社会的孤立の状態にある

現状を踏まえ、生活困窮者への支援をより一層拡充することを目的に、全国救護施設協議会では「救

護施設が取り組む生活困窮者支援の行動指針」が策定されました。

また生活困窮者自立支援法の改正により、生活困窮者に対する支援体制の強化が図られる中、当

施設は昨年度から日中の居場所提供等（軽作業、給食提供）を目的に「居場所づくり支援事業」（独自

事業）を開始し、地域対象者２名の利用（延べ３８７日）がありました。今年度は、地域の生活困窮者等

を無料又は低額な料金で受け入れを行う地域困窮者支援事業（独自事業）を新たに行う予定です。今

後支援体制の構築を確立し、地域に貢献が出来る施設として包括的な役割を目指していく所存です。

　今後とも皆様のご指導ご鞭撻をお願い申し上げます。

熊救協調査・研究委員となり、5年目に入りました。あっという間ですが、年3回行われる委員会も、情報交換の
一環となり、楽しく参加させていただいております。

広報誌や熊救協ホームページについて、気になる事、掲載して欲しい内容等がありましたら、是非ご一報下さ
い。委員会で取り上げていきたいと思います。よろしくお願い致します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《　熊救協　調査研究委員　森野　貴惠（友愛会銀杏寮）　》

編集 熊本県救護施設協議会 〒861-2401　熊本県阿蘇郡西原村大字鳥子3072番地
調査・研究委員会 真和館　TEL　（096）-279-1121

介 護 職 員　 桐原　敦紀 調　理　員　　山下　富代 介護支援員　池田 朝子

　      熊救協　2019年　6月号（No.34）　　　編集後記

調　理　員　　増田　聖城 【友愛会銀杏寮】 生活支援員　森下　久美 介護支援員　小嶋 仁美

http://kumakyukyo,sakura,ne,jp/


　

～事業検討委員会～
【平成30年度事業報告】
■第1回事業検討委員会開催
　日時：平成30年5月7日（月）10：00～　　えがお健康スタジアム（会議室）
  会議内容
　平成30年度スポーツ交流会の最終打ち合わせ会議・実施要綱に伴う確認事項等（時間配分、競技種目内容）
■第2回事業検討委員会開催
　日時：平成30年6月22日（金）10：00～　救護施設　銀杏寮
　会議内容
　平成31年5月17日（木）スポーツ交流会の総括的な反省会・来賓者との昼食会時間帯、種目別時間配分等につ
　いて来年度の開催に向けた検討（実施時期、種目競技等）
■第3回事業検討委員会開催
　日時：平成31年1月25日（金）10：00～　救護施設　千草寮
　会議内容
　平成31年度スポーツ交流会の開催について・実施要綱、開催日、種目別の時間配分等について
【2019年度事業計画】
■第1回事業検討委員会
  日時：令和元年5月10日（金）10：00～　パークドーム小会議室
　会議内容
　熊本県救護施設スポーツ交流会実施要綱について・最終打ち合わせ会議（行事進行、スポーツ競技内容等）
■第2回事業検討委員会
　日時：令和元年6月21日（金）10：00～　　救護施設　菊地園
　会議内容
　令和元年5月16日（木）スポーツ交流会の総括的な反省会・次年度の事業計画（案）（日程、競技内容等）
■第3回事業検討委員会
　日時：令和2年1月31日（金）15：00～　　救護施設　銀杏寮
　会議内容
　次年度スポーツ交流会開催の実施日・場所等及び実施要綱等（案）について

～調査・研究委員会～
【平成30年度事業報告】
■調査研究委員会開催関係
   第1回：平成30年 4月24日（火）　しらがね寮　　　第2回：平成30年10月26日（金）　真和館
   第3回：平成31年 2月 8日（金）　銀杏寮
■熊救協広報誌関係
   熊救協第32号（7月発行）　送付先⇒137ヵ所358部  熊救協第33号（1月発行）　送付先⇒137ヵ所358部
■熊救協ホームページ関係
   平成30年 4月：熊本県救護施設協議会基本方針更新
   平成30年 5月：熊救協役員名簿更新（専門委員会名簿更新）・施設概要更新（野坂の浦荘）
                       施設概要更新（しらがね寮・天草園）
   平成30年 6月：施設概要更新（真和館・千草寮・菊池園）
   平成30年 7月：県下7施設「利用者統計一覧」更新（会員専用欄）
   平成30年 9月：熊救協広報誌32号掲載・施設概要更新（銀杏寮）
   平成31年 2月：熊救協広報誌33号掲載
■利用者支援問題ケース対応事例集取りまとめ関係
   各施設における利用者支援上の問題ケースに対する対応事例（窃盗、認知症、問題行動、金銭管理、喫
   煙、ＡＤＬ等の問題に対する対応事例）を持ち寄り構成を検討する。次年度、一覧表として取りまとめ、熊救
   協ホームページ（会員専用コーナー）へ掲載する。また、この事業については継続事業として、新たな事例
   が発生した場合には随時更新して行くことにしております。
【2019年度事業計画】
■調査研究委員会開催関係
   第1回：2019年 4月24日（水）　野坂の浦荘　　　第2回：2019年10月24日（木）　千草寮
   第3回：2020年 2月 7日（金）　天草園
■熊救協広報誌関係
   熊救協第34号（6月発行）　送付先⇒136ヵ所719部   熊救協第35号（1月発行）　送付先⇒136ヵ所719部
   ※福祉事務所への送付部数増に伴う増刷。各福祉事務所2部から、今号よりケース担当全職員数分を送付
   させていただきますので、ご一読いただけましたら幸いです。
■熊救協ホームページ関係
   ①熊救協基本方針の更新、②役員名簿の更新、③各施設利用者状況の更新、④利用者統計一覧の更新、
   ⑤利用者支援問題ケース対応事例集の掲載、⑥熊救協広報誌３４号、３５号の掲載を予定しております。
■継続事業関係
   ①広報誌の発行、②ホームページの更新、③利用者統計一覧の取り纏め、④利用者支援問題ケース対応事
   例の取りまとめ等を継続事業として計画しております。

～研修委員会～
【平成30年度事業報告】
■研修委員会の開催
   第1回　期日：平成30年4月19日（木）13：00～16：00　場所：救護施設　天草園
   第2回　期日：平成30年7月26日（木）13：00～16：00　場所：救護施設　野坂の浦荘
   第3回　期日：平成31年1月17日（木）13：00～16：00　場所：救護施設　銀杏寮
■職員研修会の開催
　平成30年6月14日（木）　場所：救護施設　菊池園
　第1回熊救協施設職員研修会
　職種別グループ討議・講話・施設見学
　「最近の災害医療と平成28年度熊本地震」という演題で、川口病院　院長　川口英敏先生に講話をいただいた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者（30名）
　平成30年10月29日（月）　場所：熊本森都心プラザ6階会議室
　第2回熊救協施設職員研修会・第9回熊救協・九救協合同研修会
　「こころの病気(精神障害)に関する研修会」
　「アルコール依存症からの回復とピアカウンセラーとしての役割」と題して、高尾純子先生の講話と、鹿児島国際
　大学　岡田洋一先生との対談。
　「統合失調症とともに」と題して、森　実恵先生の講話と、鹿児島国際大学　岡田洋一先生との対談。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者（99名）
【2019年度事業計画】
■研修委員会の開催
   第1回　期日：平成31年4月18日（木）13：00～16：00　場所：救護施設　しらがね寮
   第2回　期日：令和元年7月18日（木）13：00～16：00　場所：救護施設　真和館
   第3回　期日：令和  2年1月16日（木）13：00～16：00　場所：救護施設　千草寮
■職員研修会の開催
　令和元年6月13日（木）　場所：救護施設　菊池園
　第1回熊救協施設職員研修会
　職種別グループ討議
　令和元年10月31日（木）　場所：熊本森都心プラザ6階会議室
　第2回熊救協施設職員研修会・第10回熊救協・九救協合同研修会
　「こころの病気(精神障害)に関する研修会」
　発達障害についての研修を計画中
　講師：九州看護福祉大学　水間先生・ ひのくに高等支援学校校長　中山先生
          発達障がい者・家族の家（熊本）「プリズム」代表　甲斐先生

   2019年救護施設スポーツ交流会の開催について　～パークドーム～

このたび元号が平成から令和に変わり、去る５月１６日、熊本市のパークドームにおいて、救護
施設スポーツ交流会が開催されました。県下７施設の入所者・職員、また来賓として県・市の福
祉事務所、大会ボランティアとして参加していただいた熊本県グラウンドゴルフ協会の皆様のご
協力により、安全で楽しい交流会を開催することが出来ました。特に、熊本県グラウンドゴルフ協
会の皆様方には、交流会の開催にあたり、用具の準備から進行までさまざまな面でご協力いた
だきました。

昨年同様にグラウンドゴルフ、ニチレクボール、輪投げ、玉入れの４競技を行い、参加された
方々は、１つのプレイでさまざまな表情をみせていました。実力を発揮出来た喜び、出来なかった
悔しさなど様々でしたが、競技の中でたくさんの方とふれあうことが出来たと思います。

この交流会では「スポーツ及びレクリエーションを通じて、社会適応性を養い、温かい心のふれ
あいによって生き甲斐を持たせ、施設相互の親睦を深める」ことを目的としています。競技の勝
敗はもちろんですが、それ以上に参加された方々が互いにふれあい、認め合う姿がみられまし
た。今後も救護施設の活動に深いご理解をいただき、またより良い交流会が出来る様に努力し
て参ります。最後に、今回参加していただいた皆様方に対し、感謝申し上げ、今後ともよろしくお
願いいたします。


